
 

 

長野県（衛生部）プレスリリース 平成20年（2008年）5月30日 

 

 

平成１９年度県立病院事業会計の決算がまとまりました 

 

 

平成 19 年度の県立病院の病院事業会計決算は、以下のとおりです。 
 

１ 患者数（入院・外来）は、73 万 6,793 人で、前年度比△26,152 人、3.4%の減少となり

ました。 

 主な理由として、 

○須坂病院 ：産婦人科医師の負傷に伴う平成 20 年度からの分娩休止の公表による影響

のほか、循環器科医師等の欠員により患者が減少しました。 

 ○駒ヶ根病院：積極的な退院促進の取り組みにより入院患者が減少しました。 

 ○木曽病院 ：循環器内科医師の非常勤化等に伴い、患者が減少しました。 
        5病院全体の医師の欠員：26名（18年度19名）（3月31日時点） 

 

２ 医業収益は 147 億 1,521 万 9 千円で、前年度比 △1 億 9,582 万 9 千円、1.3％の

減少となりました。 

また、医業費用は 178 億 4,090 万 3 千円で、前年度比 1 億 6,530 万 2 千円、0.9％

の増加となりました。 

 

３ 一般会計からの繰入金を含む総収益は194億1,258万2千円（介護老人保健施設収入を含む）、

支払利息などを含む総費用は 197 億 7,914 万 4 千円（介護老人保健施設費用を含む）で、単年度

損益は、3 億 6,656 万 2 千円の純損失でした。 

 

なお、収益として病院事業会計に繰入れた一般会計負担金は、 

① 救急医療の確保や看護学生の臨床実習に要する経費など、一般会計が負担すべき 

経費分                           ５億 8,931 万7 千円 

② 山間地域の医療やこども病院が行っている高度小児医療など、採算を確保することが 

困難な医療を提供するために必要な経費分           34 億 4,896 万 2 千円 

   合計 40 億 3,827 万 9 千円（前年度比 △1,005万3千円、0.3%の減）でした。 
 

  

決算内容の詳細は、次頁以下のとおりです。 

衛生部病院事業局経理係 

担   当 （次長）北原 政彦（担当）中沢 清 

電  話 026-235-7160（直通） 

     026-232-0111（代表）（内線2627） 

Ｆ Ａ Ｘ 026-235-7161 

電子ﾒ ー  ﾙ kenbyoin@pref.nagano.jp  
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資料１－１ 



１ 患者数及び診療収入の状況 
 
（１） 病 院  

（消費税抜き） 

平成１９年度 平成１８年度 前 年 度 対 比 

決算見込み 決   算 増 減 比 率 
病 院 名 

 
区  分 

 
(Ａ) (Ｂ) (Ａ)－(Ｂ) (Ａ/Ｂ) 

主 な 増 減 理 由 

患 者 数 23万1,327人 24万8,277人 △ 16,950人 93.2％ 

須坂病院 

医業収益 46億1,971万3千円 46億9,823万4千円 △7,852万1千円 98.3％ 

○循環器科医師等の欠員に

より患者が減少。 

○産婦人科医師の負傷に伴

うH20 年度からの分娩休

止の公表により、患者が減

少。 

○入院・外来患者の減により

収入が減少。 

患 者 数 8万3,314人 8万7,608人 △ 4,294人 95.1％ 

駒ヶ根病院 

医業収益 10億6,912万1千円 10億9,848万5千円 △ 2,936万4千円 97.3％ 

○積極的な退院促進の取り

組みにより、入院患者が減

少。 

 

○入院患者の減により収入

が減少。 

患 者 数 10万3,340人 9万8,050人 5,290人 105.4％ 

阿南病院 

医業収益 13億6，640万1千円 13億2，560万8千円  4,079万3千円 103.1％ 

○整形外科医師の常勤化に

伴い患者が増加。 

 

○眼科非常勤医師の診療日

数の増により外来患者が

増加。 

 

○患者の増加に伴い収入が

増加 

患 者 数 21万8,411人 23万  462人 △12,051人 94.8％ 

木曽病院 

医業収益 35億2,740万 円 37億5,291万5千円 △2億2,551万5千円 94.0％ 

○手術件数、心臓カテーテル

検査・治療患者が減少。 

 

○小児、高齢者の患者が減

少。 

 

○入院・外来患者の減により

収入が減少。 

患 者 数 10万  401人 9万8,548人 1,853人 101.9％ 

こども病院 

医業収益 41億3,258万4千円 40億3,580万6千円 9,677万8千円 102.4％ 

 

○泌尿器科医師の常勤化に

伴い外来患者が増加。 

 

○外来患者の増により収入

が増加。 

患 者 数 73万6,793人 76万2,945人 △ 2万6,152人 96.6％ 

合 計 
医業収益 147億1,521万9千円 149億1,104万8千円 △1億9,582万9千円 98.7％ 
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（２） 介護老人保健施設 
 

（消費税抜き） 

平成１９年度 平成１８年度 前 年 度 対 比 

決算見込み 決   算 増 減 比 率 
施  設  名 区  分 

(Ａ) (Ｂ) (Ａ)－(Ｂ) (Ａ/Ｂ) 

主 な 増 減 理 由 

利用者数 1万6,527人 1万5,015人  1,512人 110.1％ 

阿 南 介 護 

老人保健施設 
介護収入  1億8,436万3千円  1億6,966万4千円 1,469万9千円 108.7％ 

 

○短期間（１ヶ月位）の入

所を増したため入所者

が増加。 

利用者数 1万7,626人 1万7,597人 29人 100.2％ 

木 曽 介 護 

老人保健施設 

介護収入  1億9,722万9千円  1億9,570万   円 152万9千円 100.8％ 

 

○リフト付き送迎車の導

入により利用者が増加。 

利用者数 3万4,153人 3万2,612人 1,541人 104.7％ 

合    計 

   

  
介護収入 3億8,159万2千円 3億6,536万4千円  1,622万8千円 104.4％ 
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2  損 益 の 状 況

（消費税抜き）

平成１８年度

費　用 純　損　益 純　損　益
(A) (B) （C）＜(A)-(B)> （D） （C）-(D)

  うち
  一般会計負担金

一般会計負担金
　対前年度増減

 54億2,891万4千円 △ 2億3,722万7千円 △ 2億4,167万5千円

 5億3,139万5千円  2,437万2千円

17億4,214万  円△ 1億1,763万2千円△ 8,633万7千円

5億5,026万9千円 6,685万  円

22億 741万7千円 △ 1億1,866万7千円 △ 1億7,705万7千円

5億2,403万2千円 9,033万6千円

44億  27万7千円 1億1,771万5千円 2億  907万9千円 △9,136万4千円

 6億9,224万2千円 1億4,368万9千円

59億8,964万5千円 60億  39万6千円 △1,075万1千円 1億8,787万8千円

17億4,034万1千円
△ 3億3,530万

円

197億7,914万4千円 △ 3億6,656万2千円 △ 1億  811万2千円

40億3,827万9千円 △１,005万3千円

※　阿南病院は、阿南介護老人保健施設を含む。また、木曽病院は、木曽介護老人保健施設を含む。

須坂病院

駒ヶ根病院

阿南病院

木曽病院

20億8,875万  円

45億1,799万2千円

194億1,258万2千円

 444万8千円

△3,129万5千円

5,839万  円

△1億9,862万9千円

△2億5,845万  円

－４－

○収益
　・医業収益の減少
　　　         2億2,551万5千円
　・一般会計負担金の増加
　　　　　   1億4,368万9千円
○費用
　・医療材料費の減少
　　　　　 　 　7,545万4千円
　・賃借料の増加
　　　　　     　5,169万5千円

○収益
　・医業収益の増加
　　　　　  　　9,677万8千円
　・一般会計負担金の減少
　　　　 　     3億3,530万  円
○費用
　・需用費（修繕費）の増加
　　　　　　        5,829万  円

こども病院

合　　計

病 院 名

○収益
　・医業収益の減少
                        7,852万1千円
　・一般会計負担金の増加
                        2,437万2千円
○費用
　・医療材料費の減少
　　　　　   　　4,751万2千円
　・賃借料の増加
                  　　3,501万5千円

○収益
　・医業収益の減少
　　　　　　　  2,936万4千円
　・一般会計負担金の増加
                          6,685万  円
○費用
　・退職給与金の増加
　　　　　　 　 6,479万6千円

○収益
　・医業収益の増加
　　　　　   　  4,079万3千円
　・一般会計負担金の増加
　　　　　　　  9,033万6千円
○費用
　・需用費（修繕費）の増加
　　　 　　　 　2,239万8千円
　・給与費の増加
　　　　　　     2,944万5千円

平成１９年度

収　益

増　　　減

主 な 増 減 理 由 等

51億9,168万7千円

16億2,450万8千円



（単位：千円）

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

158億1,598万9千円 163億2,618万　円 162億9,123万　円 170億 885万8千円 181億2,362万3千円 190億1,015万2千円 188億7,399万9千円 187億3,566万9千円 194億5,621万4千円 194億1,258万2千円

一般会計負担金 37億3,529万2千円 40億8,650万3千円 40億 443万5千円 47億6,341万6千円 46億2,917万8千円 45億2632万7千円 43億6,786万5千円 39億6,015万9千円 40億4,833万2千円 40億3,827万9千円

166億9,443万4千円 166億4,617万2千円 165億2,786万1千円 181億5,774万7千円 183億6890万6千円 184億6,908万7千円 186億8,445万3千円 192億7,201万2千円 195億6,432万6千円 197億7,914万4千円

△8億7,844万5千円 △3億1,999万2千円 △2億3,663万1千円 △11億4,888万9千円 △2億4528万3千円 5億4,106万5千円 1億8,954万6千円 △5億3,634万3千円 △1億 811万2千円 △3億6,656万2千円
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 区　　　　分

 病院事業収益

 病院事業費用

 損　　　　益

損　 益　 の　 状　 況
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